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 百人邑  
2026 年 

の 
一般社団法人 コ ト 

薬膳カレー 

当帰味噌 
原⽊シイタケ 

極上当帰 

フルーツトマト 

ブッポウソー 
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癒
し
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景
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↑事業所の看板は、10 年前、当初予算がなく、 
現在、93 歳の⺟が手書きで制作した看板です。 
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地球を死の惑星から守るために一匹のサルが芋を洗って食べることから始まります。  

そして、芋を洗って食べるサルが１００匹になった時、不思議な現象が起こりました。  

１００番目のサル、いや１００番目の人間が手をつなぎ、世界中へ大きな人の和となって広がってい

くのです。という諸説から由来しています。 

百人邑は、「働くとは、傍を楽にし、喜びを共にする」理念で、「広島県に、自然の力で人を癒す薬

草・有機野菜の里。障がい者の方々が社会復帰・現場復帰の土台となる農福連携の里。」のビジョンに

向け、まず初めに１００人の支援者様を目指しています。 

百人邑（ひゃくにんむら）の名前の由来は 
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障がい者が農業を通じて土に触れる

ことは、「農福連携」の現場でもその

効果が科学的に裏付けられていま

す。 

主な根拠は以下の 2 点です。 

・生理的・心理的効果：土に含まれ

る微生物（マイコバクテリウム・バ

ッカエ等）との接触がセロトニンの

分泌を促し、ストレス緩和や抗うつ

効果をもたらします。 

・五感の刺激と役割意識：太陽光や

土の感触が脳を活性化し、作物を育

てる「役割」を持つことが自己肯定

感の向上と社会参画への意欲に繋が

ります。 

 

障がい者 

応援プロジェクト 

当帰の国内栽培の大切さ 

漢方の要、当帰（トウキ）は現在、

消費の約 8 割を中国からの輸入に依

存しています。国内産（約 150〜

200 トン）に対し輸入量はその 5 倍

以上に達しますが、近年は中国での

価格高騰や供給不安が課題となって

います。 

こうした中、奈良産などの高品質な

国内産が見直されています。葉の食

用化による収益向上も追い風とな

り、産地形成が加速。「輸入頼み」

から「自給率向上」へ、伝統を守る

ための国産化が今、大きな転換期を

迎えています。 
（農林水産省および日本漢方生薬製剤協会などの資料に基づく） 

 

「土に触れ合う」大切さ 
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竹政様 

応援農場 

体験処 

商い処 

㈱リトルワンズ 

企業農場 

西村グループ 

企業農場 

繁岡様 

応援農場 

お香処 

湯屋処 

予定 

毎月第三木曜日 

毎月第四水曜日 

蔵田指導員 

出口アドバイザー 

繁岡アドバイザー 
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古民家 

事業所 

調理処 

弐番農場 
竹中様 

応援農場 

坂本様 

応援農場 

七番農場 六番農場 

伍番農場 

西村グループ 

企業農場 

竹野下様 

応援農場 

百人邑ライン公式アカウント再開いたします。 

新商品・イベント・食事案内等ご案内いたしますので友達追加

してください。 

百人邑野菜で、小川 淳シェフ・指導員が、毎週木・金（11 時 30 分～

13 時）食事提供しています。（要予約）公式ラインアカウントより申込

みください。 

中山先生との出

会いで太陽熱養

生の奥深さを教

えていただいて

います 

四番農場 

福田先生に薬用

作物の素晴らし

さを教えていた

だいています 



 

⼋ 

            

自然の素材を活かした

商品をお届けします 
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私共は、専門家のアド

バイス受けながら、障

がい者の方の再出発を

全力応援いたします。 

IT の仕事の傍ら、実家の米作りがストレス発散になることに気づき、障害者支援事業所を「半農＋半 ICT」という新し

いカタチで 2016 年開所しました。当初は母の手伝いとして無償の農業体験を受け入れていましたが、次第に利用者の

方々と母が支え合う関係が生まれました。その中で、IT 業務に高い適性を持つ方々がいることに気づき、2016 年までに

7 人の一般就労をサポートしました。 

ある日、引きこもりの青年の相談を受けた際、元利用者の A 君が「土にふれあったら体力がつき、落ち着いたから、彼

も農業をすべきだ」と助言してくれました。 

全ての人は救えなくとも、この「半農＋半 ICT」の形なら社会復帰のきっかけを作れると確信しました。2025 年は定員

14 名のうち 5 人が一般就労へ羽ばたき、現在も年間延べ 240 人の農業体験が続いています。 

支援の始まりは 

アドバイザー 

森木 聡人様 

公認心理士 

横山 泰三様 

主任相談支援員 

藤井 知佳様 
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障がい者 

応援プロジェクト 

田中電機工業㈱様が生み出す 

障がい者ファーストステップ工房（最初の一歩） 

応援企業の栽培代⾏ 
官公庁、企業様の除草業務 
ドローン活⽤した⼟地⾯積調査 

ホームページ作成及び更新 
TV ビジョンの動画制作 
社内ネットワークの LAN 配線の再整備 

今からの深刻な労働力不足や法的規制の強化を背景に、社会貢献（CSR）を超え

た社会課題の解決の一環において障がい者を「保護の対象」ではなく、企業の成

長を支える「人材」として捉えるプロジェクトです。 
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応援いただいている方々（アドバイザリー） 

障がい者の社会復帰を応援していただいている企業様 
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 障がい者 

応援プロジェクト 

ご寄付・ご支援のお願い 

プリコラージュの精神 

古民家から始まる、衣食住の循

・薬草・有機野菜の栽培機械及び設備（平畝耕運機、非常時電力設備等） 

・薬草商品開発工房→加工工場→販売拠点づくり（移動販売車） 

・薬草湯屋体験施設、古民家施設の改装 

・人財を育てるための財務体質の強化 

成し遂げたい 

取り組みは 

ご寄付をしていただくと 
・毎年、ニュースレター、進捗状況のロードマップ 

自社開発商品の案内をいたします。 

・寄付で整備できた農福連携の里へのご来園案内いたします。 

・（法人の皆様へ）法人が一般社団法人に寄附を行うと、 

寄附した金額を損金に計上して節税することができます。 

（1 年更新）※50 口限定 → 1 口 50,000 円 

【１坪応援オーナー様への特典・内容】 

・当帰（トウキ）の提供 

1 坪（約 20 苗）を、弊社にて栽培・乾燥・加工した浴湯

材「当帰湯」をお届けします。 

・薬草香の提供 

カモミールと柴胡（サイコ）を一つにした薬草香（安眠

香）をお届けします。 

・オーナー名の記載 

農場では、オーナー様の名前を記載いたします。 

中国新聞 SDGs 掲載 

実績（昨年のお届け例） 

昨年度は、以下の内容（総額 40,000 円相当）をお届けできました。 

当帰湯： 3,000 円 × 12 セット ＝ 36,000 円薬草香： 2,000 円 × 2 セット ＝ 4,000 円 

私たちの施設では、古民家を拠点に「農福連携」の仕事に

取り組んでいます。今、私たちが大切にしているのは、地

域で眠っているモノに「知恵」を加え、再び社会で役立て

る**【もったいない精神の循環】**です。 
※「プリコラージュの精神」を「住（住まい・住宅）」に適用すると

は、「その場にあるありあわせの材料や道具を使い、自らの手で、その

時々の状況に合わせて住まいを改変・補修しながら暮らす」という創

造的な姿勢を指します。 
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決済方法（現⾦・振込） □振込先［シャ）ヒャクニンムラ 広島銀⾏ 銀山町支店 普通 ３２０４１１５  

請求書・領収書 □請求書発⾏（要・不要）□領収書発⾏（要・不要）  ※会社への送付先は同上 

お名前
ふ り が な

  ご担当者様 
 

ご住所 
〒  － 

TEL 番号     （    ）       FAX      （    ） 

E-mail            ＠ 

ご確認方法 □お電話    □FAX    □メール 

商品名 単価 数量 送料 ⾦額＋税 

□寄付をする 2,580 円    円 

□一坪オーナーになる 50,000 円    円 

□衣食住 提供する 1,000 円    円 

□三種の薬草湯 2,580 円    円 

□薬草香（安眠香）5 個入 600 円   円 

□干し柿バター3 個入※冷凍 1,000 円    

□当帰みそ（ノウフク JAS）※冷蔵 700 円    

合   計    円 

 

FAX/082-835-0315tenn・eFAX/082-553-0735 

ご依頼書 

info@100mura.net までご連絡ください。 

info@100mura.net までご連絡ください。 
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理 念 

「働くとは、傍（はた）を楽にし、喜びを共にする」 
贈 蔵田和樹 

竹添 筧二 


